
国有林における平成２３年度ナラ枯れ被害について

  

平成２３年１０月２１日現在

 

県名 署    名 H20 H21 H22 H23 前年度比

岩手南部  5 3 60

岩手県計 5 3 60

宮城北部 56 333 265 80

仙台 48 742 908 122

宮城県計 104 1,075 1,173 109

米代西部 10 25 250 男鹿市

湯沢 1 128 377 630 167 湯沢市、東成瀬村

由利 75 244 347 142 由利本荘市

秋田県計 1 203 631 1,002 159

庄内 5,111 4,737 1,667 969 58 鶴岡市、酒田市、遊佐町、庄内町

山形 2,319 7,248 8,329 5,940 71

最上 10,139 12,938 19,567 22,138 113

置賜 21,333 33,538 7,645 5,691 74

山形県計 38,902 58,461 37,208 34,738 93

38,903 58,768 38,919 36,916 95  

担当：森林整備課　保護係

※H23新規被害発生市町村

合計

山形

宮城

秋田

大崎市、加美町、栗原市

　　　TEL 018-836-2231
　　　FAX 018-836-3594

（単位：本、％）

岩手

Ｈ２３被害発生市町村

奥州市

仙台市、七ヶ宿町、川崎町、白石
市、※丸森町

山形市、上山市、寒河江市、東根
市、村山市、尾花沢市、朝日町、山
辺町、大江町、西川町、大石田町
新庄市、最上町、舟形町、真室川
町、金山町、大蔵村、鮭川村、戸沢
村

※川西町、米沢市、長井市、南陽
市、小国町、高畠町

平 成 ２３年 １０月　２１日

東  北  森  林  管  理  局

２　ナラ枯れ被害の推移  

１　国有林におけるナラ枯れ被害状況（平成２３年１０月２１日現在）
 (1)　平成２３年度のナラ枯れ被害は、岩手、宮城、秋田、山形県内の１０森林管理（支）署
　　の管内において確認された。
 (2)  県別の被害本数は、山形県で最も多く約３万５千本と全体の９割以上を占め、次いで宮
　　城、秋田県、岩手県の順となっている。
 (3)　全体の被害本数は約３万７千本で、平成２２年度の約３万９千本と比較し、９５％とわ
    わずかながら減少している。
　　　なお、県別の被害本数を平成２２年度と比較すると、岩手県は６０％、山形県は９３％
　　へ減、宮城県は１０９％、秋田県は１５９％の増となっている。

ナラ枯れ被害の推移(国有林）
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